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論   文   の   要   旨 
 
 東南アジアに広く分布するチーク（ Tectona grandis）の心材は高い耐久性を持
つことが知られており、抽出成分として 2-メチルアントラキノン（MAQ）を多く
含むことが報告されている。チーク心材抽出物は木材腐朽菌だけでなくシロアリ
に対して抑制効果を及ぼす報告は多数あるが、MAQおよび他のアントラキノン誘
導体との関係は明らかではない。そこで著者は第一の目的として、チーク心材抽
出物およびMAQのシロアリに対する影響を明らかにすることとした。  
 インドネシアにおいてパルプ用に植林されているアカシア（Acacia crassicarpa）
の樹皮はタンニンを含んでいるが、現状ではほとんど廃棄されている。タンニン
の単量体は様々な効果が報告されているが、二量体以上の構造を持つタンニンに
ついては、その立体構造が複雑なこともあり、木材腐朽菌やシロアリに対する抑
制効果との関係については詳細な検討はなされていない。そこで著者は第二の目
的としてアカシア樹皮抽出物から得られたタンニンの構造を明らかにした上でシ
ロアリへの影響を検討することとした。  
 著者は第二章において、高い耐久性を持つことが知られているチーク心材部分
をエタノール、クロロホルム、アセトンによりそれぞれ抽出し、得られた抽出物
およびMAQについてシロアリへの影響を検討した。熱分解ガスクロマトグラフィ
ー（Py-GC/MS）により抽出後のチーク心材残渣を分析したところ、MAQ含有率は
各溶媒抽出後に 0.04-0.05%まで減少していた。それぞれの溶媒抽出物およびMAQ
をろ紙に含浸させ、下等シロアリのヤマトシロアリ（Reticuli termes speratus）に
対する強制摂食試験を行った。ろ紙のみの重量減少率が 100%だった条件において、
MAQをろ紙 50mgに 2-10μg含浸させた場合の重量減少率は約 30-40%、20μg含浸させ
た場合は約 10％と摂食忌避性を示した。さらに各溶媒の抽出物を含浸させた場合、
いずれの溶媒抽出物も重量減少率はほぼ 0%とより強い摂食忌避性を示した。また
絶食、ろ紙のみ、MAQ2-20μgを含浸させたろ紙の場合の死虫率が約 5%であったの
に対して、クロロホルム抽出物で 60％前後、エタノールおよびアセトン抽出物で
は 90%と死虫率が高く、各溶媒抽出物は高い毒性を示した。各溶媒抽出物のMAQ
含量をガスクロマトグラフィーにより定量したところ、摂食忌避性および死虫率
とMAQ濃度との相関がみられなかった。そこで著者は、各溶媒抽出物を分取用薄
層クロマトグラフィー（ PLC）により分画し、分画した抽出物およびMAQをろ紙
に含浸させてヤマトシロアリおよびイエシロアリ（Coptotermes formosanus）に対
する強制摂食試験を行った。標品のMAQを 2-200μgの範囲でペーパーディスクに含
浸させた場合、100μg以上で重量減少率の低下が両シロアリで観察されたが、死虫
率が高かったのはヤマトシロアリに対して 200μg含浸させた場合のみであった。エ
タノール分画物ではMAQ含量が最も高い画分は 55μgとなったが、MAQ含量に関わ
らず両シロアリに対して低い重量減少率であり死虫率はヤマトシロアリのみに対
してやや高かった。アセトン分画物ではMAQ含量が最も高い画分は 162μgとなった
が、MAQ含量が高い画分は両シロアリに対して重量減少率の低下がみられた。ク
ロロホルム分画物からはMAQはほとんど検出されなかった（最大で 0.8μg）が、M
AQが検出された画分ではヤマトシロアリに対しては死虫率が高く重量減少はほと
んど観察されなかった。よって溶媒抽出物は摂食忌避および毒性を示すがMAQ単
独では影響を及ぼさないことが明らかとなった。  
 著者は第三章では、Acacia crassicarpaの樹皮から得られたタンニンの構造およ
びシロアリへの影響を検討した。70%アセトンにより樹皮から縮合型タンニンを抽
出し、カラムクロマトグラフィーおよび PLCにより分離・精製した。 Py-GC/MSに
より得られたタンニンのB環の構造を解析し、またオンラインメチル化 Py-GC/MS
によりA環の構造を検討した。精製により得られた二量体をNMR、FAB-MSで検討
した結果、C環に水酸基を持たない新規な化合物を同定した。次にヤマトシロアリ
に対するタンニンの強制摂食試験を行った。ろ紙のみの重量減少率が約 80%だった
のに対してタンニンを添加すると重量減少率が 40%前後に低下し、摂食忌避性を示
した。また死虫率は絶食時 10%前後に対してタンニンを添加すると 20-30%にやや上
昇し、タンニンは弱い毒性を示した。  
 以上を総括すると、著者は天然由来のシロアリに対する木材保存剤としてのチ
ーク心材抽出物およびアカシア樹皮抽出物の有用性を示した。  
 
審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、チーク心材の高い耐久性、および大量に廃棄されているパルプ植林
木の樹皮に着目し、心材と樹皮の抽出成分の木材保存剤としての有用性、特にシ
ロアリに対する抵抗性に関する基礎的知見を得るための検討を行った。その過程
において、Acacia crassicarpa樹皮から新規な構造をもつタンニンの二量体を同定
した。得られた知見は天然抽出成分由来の木材保存剤の開発に貢献するものと期
待できる。  
 平成 28年 11月 22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに
論文の審査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項に
ついて質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によって合格と判定された。  
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとし
て認める。  
